




















ことが Momoseet al. 1998b， Yumoto2000によって示されている。
種子散布様式については、動物散布型が短期休閑林で最も多く、長期休閑林が中間的で、
原生林と孤立林で、は比較的少なかった。重力散布型の割合はほぼ一定で風散布型が逆の傾
向を示した。これより、種子散布様式は、やはり繁殖頻度の影響を受けていると考えられ、
繁殖頻度の低い原生林では動物散布型が減ると解釈できる。
孤立林の面積は、種多様度、幹断面積合計、種子散布様式、花粉媒介様式への影響が検
出されなかった。過去の土地利用、植生の影響については、プロットから 200、400、600m
以内の原生林の面積、または原生林、択伐林、孤立林の合計面積の影響を調べた。その結
果、種多様度、幹断面積合計への影響は検出されず、種子散布様式、花粉媒介様式への影
響は一部で検出された。孤立林や二次林が原生林に近接していた場合、種多様度、幹断面
積合計全体には影響を与えずに、パイオニア種から原生林に生息する種への置き換えが起
こっているということが示唆された。
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